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三 次 市 議 会

AndroidiOS

「マチイロ」アプリでスマホからも
議会だよりをご覧いただけます。

▶ こんなことが決まりました ‥‥‥‥‥  2
▶ 当初予算審査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  4
▶ 委員会審査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  6
▶ 市政を問う（一般質問） ‥‥‥‥‥‥‥  7

令和 5 年 3 月定例会終わる

市議会だより
みよし



令和 5 年 第１回臨時会 第１回臨時会を１月２3日（月）に開催し、
次のことが決まりました。

418億7,974万6千円

4,275万7千円追加

令和4年度　一般会計予算の補正（第10号）

補正額

総額

■使い道　　　　　　　　　
 ・出産・子育て応援給付金事業

《繰越明許費》　追加１件　　出産・子育て応援給付金事業
　　     4,275 万 7 千円　　    　　　
　　         

補正予算の概要は
こちら →

議案の内容は
こちら →

報  告　専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて・2件）

可
決
さ
れ
た
条
例

■
三
次
市
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例

■
三
次
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
三
次
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
病
児
・
病
後
児
保
育
室
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
三
次
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
三
次
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
の
設
立
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

■
三
次
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
条
例

賛
成
多
数

全
員
一
致

全
員
一
致

賛
成
多
数

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
）

■
三
次
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

■
動
産
の
買
入
れ
の
契
約
に
つ
い
て

■
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

■
三
次
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

■
三
次
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

■
三
次
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
19
件
）

そ
の
他
の
議
案
・
報
告

議案の内容は
こちら↓

こんなことが決 まりました 　３月定例会を２月２４日（金）から３月１７日（金）まで開催し、
議案５３件及び発議３件を原案のとおり可決しました。

■
三
次
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

追加議案は
こちら↓

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致
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委
員
長
報
告
の
全
文
は
こ
ち
ら

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こんなことが決 まりました令和５年
３月定例会

■ 3 月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）　　　 ○…賛成　×…反対

会

派
ともえ 清友会 明日への風 真正会 会派 未来 公明党

日
本
共
産
党

区　　分
結

果
小
田
新
家
弓
掛
藤
井
月
橋
宍
戸
保
実
山
村
重
信
山
田
掛
田
藤
岡
徳
岡
増
田
杉
原
齊
木
鈴
木
横
光
竹
原
大
森
新
田
黒
木
中
原
伊
藤

議案第 3 号
令和５年度三次市国民健康保険特
別会計予算（案）

（
賛
成
多
数
）

可　

決
○○○○○○○

議　

長
○○○○○○○○○○×○×○○×

議案第２０号
三次市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例（案）

（
賛
成
多
数
）

可　

決
○○○○○○○

議　

長
○○○○○○○○○○×○×○○×

議
案
第
３
号
「
令
和
５
年
度
三
次
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算（
案
）」

　
　
　
　

 　

伊
藤
議
員

　
国
民
健
康
保
険
税
は
こ
の
５
年
間
で
、
県

で
統
一
保
険
料
に
向
け
て
、
激
変
緩
和
措
置

と
言
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
２
年
ご
と
に
保

険
料
の
値
上
げ
を
し
て
き
た
。
も
と
も
と
負

担
が
大
き
い
保
険
税
で
あ
る
。予
算
が
な
い
、

お
金
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
市
民
、
と
り
わ

け
子
育
て
世
代
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
、

到
底
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。

         　

 　
横
光
議
員

　
国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
の
最
後

の
砦
で
あ
り
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
と
し
て
、
そ
の
安
定
的
な
運
営
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ
繰
入
れ
て
予
算（
案
）

を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
繰
入
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
以
外
の
市
民
に
間

接
的
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

予
算
（
案
）
は
、
激
変
緩
和
に
取
り
組
ん
だ

適
正
で
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
可
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

議
案
第
20
号
「
三
次
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」

　
　
　
　 

　
伊
藤
議
員

　
今
回
の
条
例
改
正
案
は
、
国
保
世
帯
、
と

り
わ
け
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
、
均
等
割

と
し
て
子
ど
も
の
人
数
分
の
負
担
を
強
い
る

こ
と
と
な
り
、
納
得
い
く
も
の
で
は
な
い
。

国
や
県
が
し
な
い
な
ら
、
自
治
体
が
市
民
を

守
る
立
場
で
負
担
軽
減
の
た
め
、
施
策
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

         

　   

　
藤
井
議
員

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
相
互
扶
助
の
理

念
に
基
づ
く
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
。
こ
の

制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
県
・
単
位
化
に
よ
り
、
財
政
基
盤
の
強

化
や
、
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
準
統
一
保
険
税
率
へ
の

引
き
上
げ
が
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
、
令
和
元
年
か
ら
隔
年
で
税
率
改
正
を
行

い
、
激
変
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る
国
民
健
康
保

険
事
業
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
必
要
な
改

正
で
あ
る
と
考
え
る
。

反

　対
賛

　成

反

　対

賛

　成

　

討　
　

論

令和4年度 一般会計予算の補正（第11号）

ビニールハウス・果樹棚再建支援事業補助金

《繰越明許費》追加　１件　ビニールハウス・果樹棚再建支援事業

2,900 万円
　
　　    

419億874万6千円

2,900万円追加補正額

総額

令和4年度 一般会計予算の補正（第12号）

428億9,269万円

9億8,394万4千円追加補正額

総額
■主な使い道　　　　　　　　　

・繰上償還元金
・市道等除雪事業
・基金積立
・職員人件費（退職手当）
・過年度国庫支出金等精算返納金
◆小中学校新型コロナウイルス感染症対策事業（学校備品）

・現年災害農業施設復旧事業
・過年災害林業施設復旧事業
・施設型給付費（認定こども園・地域型保育事業所）

　7 億 8,811 万 1 千円
　3 億 8,140 万円
　1 億 6,191 万 9 千円
　1 億 1,072 万 5 千円
　　     9,049 万 2 千円

　　     3,150 万円
　　     1,640 万円
　　     1,370 万円

　　     1,247 万円 ほか
（◆印は新型コロナウイルス感染症対応分）

《継 続 費》変更　１件　学校給食調理場整備事業
《繰 越 明 許 費》追加  36件　旧尾関山駅周辺環境整備事業ほか

変更　8 件　公共施設改修・解体事業ほか
《地 方 債》変更　9 件　地域情報化推進事業ほか

特別会計
【国民健康保険特別会計】（第2号）
【診療所特別会計】（第4号）

《繰越明許費》　追加　１件
　　　　　　　小児科診療所開設事業

【介護保険特別会計】（第3号）
【後期高齢者医療特別会計】（第2号）

企業会計
【病院事業会計】（第2号）
　収益的収入
　収益的支出

　　         142 万 1 千円
　       　　　　　  0 円
　　　　　　　　（財源補正）

　      ▲ 690 万円
　      ▲ 894 万 4 千円

　           

　2 億 9,155 万 5 千円
　2 億 9,131 万 9 千円

補
正
予
算
の
概
要
は
こ

ち
ら　

３
月
補
正
予
算

を
ご
覧
く
だ
さ
い
→

（▲印は減額）
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予

算

審

議

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託
と
な
っ
た
議
案
14
件
に

つ
い
て
、３
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
２
号　

令
和
５
年
度
三
次
市
一
般
会
計
予
算（
案
）ほ
か

14
件

【
審
査
結
果
】

　
議
案
第
３
号
以
外　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

　
議
案
第
３
号　
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決　

【
各
分
科
会
の
自
由
討
議
テ
ー
マ
】

 

総
務
分
科
会

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

 

教
育
民
生
分
科
会

・
徴
収
経
費

 

産
業
建
設
分
科
会

・
観
光
推
進
業
務
委
託
事
業

・
観
光
戦
略
推
進
事
業

委
員
長
報
告
の
全
文
は

こ
ち
ら
→

令和５年度予算が決まりました
一般会計 350億7千万円（対前年度比　▲6.7％　25億1千万円の減）

令和５年度当初予算
の概要については
こちら→

本会議での採決の様子 

合計額 138億338万8千円（対前年度比 ＋2.9% 3億9,134万2千円の増）特別会計

合計額 収益的収支１21億5,299万7千円
　　　資本的収支　37億1,442万8千円
　　　　　　　　　　　　（合計額は各事業の収支を比較し、大きい数値を計上）

公営企業会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 54 億 4,746 万 1 千円
診 療 所 特 別 会 計 　2 億 9,952 万 3 千円
介 護 保 険 特 別 会 計 71 億 5,020 万 8 千円
後期高齢者医療特別会計 　9 億　　76 万 9 千円
土 地 取 得 特 別 会 計            542 万 7 千円

病 院 事 業 会 計
収益的収入 99 億 7,693 万 4 千円 収益的支出 99 億 7,468 万 1 千円
資本的収入 8 億 9,505 万 1 千円 資本的支出 17 億 1,597 万 5 千円

下水道事業会計
収益的収入 21 億 7,606 万 3 千円 収益的支出 21 億 7,606 万 3 千円
資本的収入 14 億　845 万 8 千円 資本的支出  19 億 9,845 万 3 千円

市長任期を迎えることから、当初予算は骨格的予算として提案されました。
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委員長報告の全文
はこちら→

１．常任委員会の活性化及び学習機会の拡充について
◇所管事務調査、閉会中の継続審査の定例化
　委員会の活性化については、委員会として課題抽
出から政策提言に繋げる、一歩先の取組が求めら
れていると考える。
◇議案の事前調査（学習機会の確保）
　議員個々が議案内容を正確に把握することで的確
な質疑が行われるなど、委員会審査の円滑かつ適
正運営を図ることを目的とする。　　

２．議会基本条例の条項の見直し等について
◇任期中の議会・議員活動検証方法の構築
　平成 28年の議会基本条例第 20 条の一部改正に伴
う任期中４年間の議会・議員活動がどうであった
かの評価検証を行おうとするもの。

３．オンラインの方法による委員会の開催について
　今期定例会に、委員等が招集された場所に参集し
て行うことを基本としつつ、育児や介護が必要な
場合、そして委員長がやむを得ないと認めた場合
にオンラインで参加できることを規定した「三次
市議会委員会条例」と「三次市議会会議規則」の
一部改正案を提案。

議会運営委員会委員長中間報告（要旨）

議会運営委員会委員長中間報告

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

総
務
分
科
会
か
ら
は
、「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」に
つ
い
て
、現
状
の
取
組
は
観
光
的
な
要
素
が
強
く
、

三
次
観
光
推
進
機
構
が
担
う
役
割
と
重
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。三
次
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
が
、例
え
ば
、こ
れ
ま
で
本
市
が
絶
え
ず

発
信
し
て
き
た
「
子
育
て
支
援
」に
つ
い
て
、市
民
が
三

次
で
子
育
て
し
て
良
か
っ
た
、三
次
に
住
ん
で
正
解
だ
っ

た
と
い
う
、市
民
の
満
足
度
、郷
土
愛
に
焦
点
を
あ
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
伝
え
る
と
い
っ
た
戦

略
を
取
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。そ
う
す
れ
ば
活
動

目
標
も
設
定
し
や
す
く
、誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
共
通

の
仕
掛
け
が
で
き
る
と
思
う
。

　

ま
た
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、市
民
全
体
で
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
最
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。移
住

者
、ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
若
者
、子
育
て
世
代
、

起
業
家
の
多
様
な
参
画
を
得
て
、専
門
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、関
わ
っ
た
人
た
ち
が
意
欲
的
に
活
動
で
き
る
取

組
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　

そ
し
て
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、市
長
の
三
次
を

広
く
全
国
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
一
番
の
施
策
で

あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、更
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期

待
す
る
と
と
も
に
分
科
会
と
し
て
も
三
次
市
が
選
ば
れ
る

自
治
体
と
な
る
た
め
に
、今
後
も
行
政
と
協
働
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
か
ら
は
、「
徴
収
経
費
」に
つ
い
て
、

増
加
の
傾
向
に
あ
る
収
納
の
決
済
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
収
納
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
確
保
は
市
民
の
利
便
性
や
業

務
の
効
率
化
に
対
す
る
効
果
も
あ
る
。こ
れ
ま
で
利
用
で

き
て
い
た
も
の
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
、他
市
と
の
比

較
に
お
い
て
三
次
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
下
げ
る
要
因
に
も
な

る
と
い
っ
た
意
見
や
、効
果
は
収
納
す
る
金
額
だ
け
で
は

な
く
利
便
性
や
業
務
の
効
率
化
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
で
見

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

 　
決
算
認
定
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見

予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告

　　

全
体
会
で
の
自
由
討
議
で
は
、コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
納
付
の
方
に
対
し
、口
座
振
替
を
一
層
推
進
す

る
こ
と
で
、よ
り
確
実
な
納
付
と
決
済
手
数
料
を
抑
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、現
行
の
と
お

り
間
口
を
広
く
収
納
の
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
、確
実
な

納
付
に
つ
な
が
る
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　
　
産
業
建
設
分
科
会
は
「
観
光
推
進
業
務
委
託
事
業
」及

び
「
観
光
戦
略
推
進
事
業
」に
つ
い
て
、観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
担
う
べ

き
役
割
を
整
理
し
、効
率
的
に
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
取

組
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、観
光
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
、関
係
団
体
に
対
し

て
、そ
れ
を
明
確
に
示
し
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て

い
る
の
か
な
ど
、取
組
全
体
に
対
す
る
行
政
か
ら
の
助
言

や
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
て
の
事
業
効
果
の
検
証
な
ど
、今
後

も
有
効
か
つ
適
正
な
事
業
展
開
に
努
め
ら
れ
た
い
と
い
う

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
全
体
を
通
し
て
の
意
見
と
し
て
、継
続
費
に
あ
っ

て
は
、事
業
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、本
委
員
会
に

お
い
て
も
改
め
て
議
員
間
の
討
議
に
よ
り
検
証
に
つ
い
て

確
認
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、市
の
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、働
き
方
改
革

や
職
場
環
境
の
改
善
等
を
一
層
推
進
し
、業
務
の
遂
行
に

必
要
な
専
門
職
員
等
必
要
な
人
員
の
確
保
を
進
め
ら
れ

た
い
。

　

ど
ん
な
に
良
い
事
業
で
あ
っ
て
も
行
政
の
独
断
先
行
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。議
会
へ
の
説
明
や
議
決

を
経
な
い
ま
ま
事
業
の
決
定
が
公
に
発
表
さ
れ
た
こ
と

は
、議
会
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で

あ
り
、今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　本委員会は、正副議長の活動方針に基づき、諮問された３項目について検討すべく、11 回にわたり委員会を開催し、
議論を重ねてまいりました。
　これまで本委員会で一定の方向性が確認された内容、また、既に試行している取組について、中間報告を行います。
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定
例
会
で
、各
常
任
委
員
会
に
審
査

付
託
と
な
っ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、

３
月
３
日
～
７
日
に
各
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
20
号　
「
三
次
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）」ほ
か
８

議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

 　

議
案
第
20
号
は
、国
民
健
康
保
険
は
、平
成

30
年
度
か
ら
県
も
保
険
者
と
し
て
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
り
標
準
保
険
税
率
を
決
定
し
て

い
る
。こ
の
税
率
へ
一
度
に
統
一
す
る
こ
と
は

急
激
な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
隔
年
で
税
率
改

正
し
、６
年
間
を
か
け
て
県
の
示
す
準
統
一
保

険
税
率
へ
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
、令
和
元
年
、

令
和
３
年
と
過
去
２
回
の
税
率
改
正
が
行
わ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
回
の
税
率
改
正
も
国
民
健
康
保
険
財
政
調

整
基
金
の
決
算
状
況
等
を
鑑
み
る
と
や
む
を
得

な
い
も
の
で
あ
る
が
、物
価
高
騰
も
加
わ
り
、国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
生
活
へ
の
影
響
は
深

刻
で
あ
る
。よ
っ
て
、今
後
も
県
と
連
携
し
、保

険
者
努
力
支
援
制
度
を
更
に
活
用
す
る
等
、国

民
健
康
保
険
税
率
の
抑
制
に
資
す
る
取
組
の
一

層
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
28
号　
「
三
次
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」ほ
か
１
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
議
案
第
33
号
「
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

に
つ
い
て
」の
田
幸
１
６
１
号
線
は
、私
有
地
の

寄
附
を
受
け
、市
道
認
定
す
る
と
し
た
提
案
で

あ
る
。同
路
線
に
つ
い
て
は
、認
定
基
準
を
満
た

し
て
お
り
、市
道
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

が
、イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
敷
で
の
道
路
で
も

あ
り
、今
後
、市
が
維
持
管
理
を
担
う
に
あ
た
り

修
繕
方
法
な
ど
、こ
の
間
の
関
係
者
と
双
方
で

確
認
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、覚
書
を
作
成
す

る
な
ど
、後
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

委
員
会
審
査

各
常
任
委
員
長
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会  

３
月
６
日
開
催

教
育
民
生
常
任
委
員
会   
３
月
３
日
開
催

総
務
常
任
委
員
会　
　

  

３
月
７
日
開
催

各
委
員
長
報
告
の

全
文
は
こ
ち
ら
→

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
17
号　
「
三
次
市
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
条
例（
案
）」ほ
か
４
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
議
案
第
17
号
に
つ
い
て
は
、条
例
案
施
行
に

伴
う
意
見
と
し
て
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

多
く
の
自
治
体
で
も
財
源
確
保
に
向
け
、積
極

的
な
事
業
推
進
が
想
定
さ
れ
る
。本
市
が
企
業

か
ら
魅
力
あ
る
、選
ば
れ
る
自
治
体
と
な
る
た

め
に
は
、他
に
無
い
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
事
業
計

画
を
打
ち
出
し
、さ
ら
に
十
分
な
戦
略
の
も
と

で
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
と
も
に
広
く
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、企

業
社
員
派
遣
に
よ
る
専
門
分
野
等
の
人
材
確
保

は
、双
方
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ

の
活
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
検
討
さ
れ
た

い
。

　
議
案
第
19
号
「
三
次
市
営
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」は
、

市
営
住
宅
の
一
部
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

公
営
住
宅
施
策
は
困
窮
等
の
社
会
的
弱
者
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
う
大
事
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。今
後
も
そ
う
い
っ
た
視
点
を
十

分
に
認
識
さ
れ
た
う
え
で
施
設
の
維
持
管
理
を

行
わ
れ
た
い
。

　

議
案
第
34
号
「
三
次
市
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

（
案
）」に
つ
い
て
は
、条
例
の
目
的
で
あ
る
長
期

的
展
望
に
立
っ
た
定
員
管
理
と
役
職
定
年
に
よ

る
新
陳
代
謝
の
促
進
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
あ

わ
せ
て
、新
た
に
設
置
さ
れ
る
職
務
に
よ
り
、職

場
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、さ
ら
な
る
業
務

　
議
案
第
22
号
「
三
次
市
病
児
・
病
後
児
保
育

室
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
案
）」に
つ
い
て
は
、２
施
設
を
１
つ
に
統

合
後
も
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、必
要
に

応
じ
て
対
応
さ
れ
た
い
。

議 長 の 定 例 会 見 を 実 施 し ま し た議 長 の 定 例 会 見 を 実 施 し ま し た

　定例会での審議等の総括、議会活動等を広く
市民の皆様にお伝えするため、議長の定例記者
会見を実施しました。

【発表事項】
１　三次市議会委員会条例の一部改正について
２　三次市議会会議規則の一部改正について
３　三次市議会の個人情報の保護に関する条例に

ついて

内
容
の
明
確
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。ま
た
、看
護

従
事
職
員
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、他
機
関

よ
り
秀
で
た
条
件
整
備
も
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。引
き
続
き
調
査
の
う
え
、制
度
の
あ
り
様
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

市道認定のため現地を確認
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昨
年
、他
県
で
認
定
こ
ど
も
園
の
送
迎
バ
ス

に
児
童
が
置
き
去
り
と
な
り
、熱
中
症
で
亡
く

な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、国
は
安
全
対
策
を
徹
底
す
る

よ
う
通
知
を
出
し
、バ
ス
車
内
へ
の
警
報
ブ

ザ
ー
の
設
置
を
義
務
化
し
た
が
、本
市
の
対

応
を
伺
う
。

　

本
年
１
月
10
日
に
、本
市
で
は
初
め
て
と
な

る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
市
内
の

養
鶏
場
で
確
認
さ
れ
た
。殺
処
分
数
は
、県
内

で
は
過
去
最
多
の
約
83
万
５
千
羽
に
の
ぼ
り
、

市
民
に
不
安
が
広
が
っ
た
。三
次
市
家
畜
伝
染

病
防
疫
対
策
本
部
に
お
け
る
防
疫
措
置
の
対

応
状
況
を
伺
う
。

　

国
か
ら
の
通
知
等
に
つ
い
て
は
、市
内
全

て
の
施
設
へ
送
付
し
、安
全
管
理
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。安
全
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、保
育
施
設
と
し

て
設
置
の
必
要
が
あ
れ
ば
、令
和
５
年
度
の

補
正
予
算
で
対
応
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

防
疫
措
置
は
広
島
県
危
機
管
理
対
策
本

部
及
び
北
部
畜
産
事
務
所
に
支
部
が
設
置

さ
れ
、県
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、本
市

に
お
い
て
も
三
次
市
家
畜
伝
染
病
防
疫
対

策
本
部
を
設
置
し
、県
の
要
請
に
よ
り
１
月

17
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
、延
べ
84
人
を
発

生
農
場
へ
派
遣
す
る
な
ど
、全
庁
体
制
で
殺

処
分
、消
毒
等
に
取
り
組
ん
だ
。

子
ど
も
の
バ
ス
送
迎
時
の
安
全
点
検
と

警
報
ブ
ザ
ー
の
設
置
は

本
市
で
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
対
応
状
況
は

安
全
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る

全
庁
体
制
で
防
疫
措
置
に
取
り
組
ん
だ

松
長
子
育
て
支
援
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

　3 月定例会では、16 人が市政をただしました。質問と答弁の一部を紹介します。
　また、ホームページでは一般質問の日程や質問内容の一覧も公開しています。
　議会終了後には会議録や本会議の録画映像もご覧いただけます。

一般質問一覧

詳細はこちらにアクセス
三次市議会

三次市スクール便 

質問1

答弁1質問2答弁2

１　重信　好範（清友会）
２　保実　　治（清友会）
３　宍戸　　稔（清友会）
４　中原　秀樹（公明党）
５　黒木　靖治（公明党）
６　伊藤　芳則（日本共産党）
７　新家　良和（ともえ）
８　弓掛　　元（ともえ）
９　月橋　寿文（ともえ）
10　徳岡　真紀（明日への風）
11　掛田　勝彦（明日への風）
12　増田　誠宏（明日への風）
13　鈴木深由希（真正会）
14　杉原　利明（真正会）
15　新田　真一（会派 未来）
16　竹原　孝剛（会派 未来）

重
しげ

信
のぶ

好
よし

範
のり

清 友 会

動 画

令和５年３月定例会　一般質問

みよし市議会だより　第77号7



※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

　

農
業
集
落
排
水
施
設
は
市
内
に
13
カ
所
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
整
備
さ
れ
て
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
、
機
器
や
管
路
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
。
人
口
減
少
に
よ
り
、
処
理
能
力

と
必
要
と
し
て
い
る
人
口
の
間
に
、
か
い
離
が

生
じ
て
い
る
。
処
理
施
設
を
管
路
で
接
続
し
、

統
合
再
編
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

２
０
２
５
年
以
降
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
り
、我
が
国
は
超
高
齢
化
社
会
に
な
る
。

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
室

を
設
置
し
、死
後
の
事
務
手
続
き
な
ど
、包
括
的

な
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、本
市
で
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る

窓
口
の
一
本
化
が
必
要
で
は
。

　

下
水
道
事
業
運
営
の
効
率
化
を
図
り
、持

続
可
能
な
事
業
運
営
を
確
保
し
て
い
く
た

　

亡
く
な
ら
れ
た
後
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、あ
ら
か
じ
め
各
制
度
の
利
用
等
に
よ
り

備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

制
度
の
利
用
や
死
後
の
相
談
に
来
ら
れ
る
窓

口
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、本
市
と
し
て

は
相
談
者
の
立
場
に
立
っ
て
、状
況
を
し
っ

か
り
確
認
し
、関
係
部
署
間
で
連
携
を
取
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
に
お
い
て
丁
寧
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

汚
水
処
理
施
設
の
広
域
化
と
共
同
化
を

 

終
活
支
援
の
相
談
窓
口
の
設
置
を

市
内
で
完
結
す
る
施
設
の
統
合
等
、

検
討
を
し
て
い
る

担
当
す
る
部
署
で
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き

た
い

加
藤
水
道
局
長

立
花
福
祉
保
健
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

保
やす

実
ざね

　 治
おさむ

清 友 会

動 画

　

移
転
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
、
全
国
的
に
は

事
前
に
人
口
密
度
、
火
災
・
救
急
・
救
助
の
件

数
分
布
状
況
な
ど
「
消
防
力
適
正
配
置
調
査
」

が
行
わ
れ
、
移
転
先
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
本

市
の
場
合
、
移
転
先
あ
り
き
と
思
え
る
。
１
分

１
秒
を
大
切
に
し
、
確
か
な
根
拠
を
も
っ
て
選

定
す
る
こ
と
が
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
不
要
、ま
た
看
護

師
の
業
務
量
の
軽
減
で
療
養
環
境
向
上
、そ
し

て
院
内
感
染
の
拡
大
防
止
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、

全
室
個
室
化
の
方
向
性
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　

移
転
の
候
補
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

当
該
用
地
が
浸
水
区
域
外
に
立
地
す
る
と
い

う
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
お
り
、備
北
地
区

消
防
組
合
の
整
備
方
針
で
あ
る
、消
防
拠
点

施
設
と
し
て
機
能
を
喪
失
す
る
こ
と
が
な

く
、継
続
し
た
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
移
転
先
に
求
め
る
条
件
を
満
た
す
と

考
え
て
い
る
。そ
の
上
で
、備
北
地
区
消
防
組

合
が
、市
街
地
へ
の
現
場
到
着
時
間
、複
数
の

経
路
の
確
保
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の

距
離
、必
要
な
敷
地
面
積
、市
と
の
連
絡
体
制

の
５
つ
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、最

適
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

基
本
構
想
に
お
い
て
は
、個
室
化
率
30
％

と
い
う
目
標
値
を
出
し
て
い
る
が
、個
室
化

に
つ
い
て
の
一
番
の
課
題
は
、看
護
師
数
の

確
保
で
あ
り
、ま
ず
は
病
棟
数
、病
床
数
、そ

し
て
看
護
師
の
負
担
を
増
や
さ
ず
個
室
化
す

る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

消
防
本
部
・
三
次
消
防
署
移
転
先
の

根
拠
は

市
立
三
次
中
央
病
院
建
替
え
に
伴
う

病
室
全
室
個
室
化
の
検
討
を

移
転
の
候
補
地
の
選
定
は
適
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い

山
田
危
機
管
理
監

片
岡
市
民
病
院
部
事
務
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

宍
しし

戸
ど

　 稔
みのる

清 友 会

動 画

　

本
市
の
み
の
考
え
方
で
行
っ
た
も
の
で
は

な
く
、庄
原
市
・
三
次
市
・
備
北
地
区
消
防
組

合
と
の
３
者
で
し
っ
か
り
検
討
し
た
中
で
適

地
を
選
定
し
て
お
り
、私
ど
も
と
し
て
は
、

適
切
な
選
定
を
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。

堂
本
副
市
長

　

今
後
の
病
院
の
形
態
と
い
う
も
の
は
個
室

型
が
大
き
な
主
流
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て

お
り
、三
次
市
と
し
て
は
「
患
者
に
も
医
療

従
事
者
に
も
優
し
い
病
院
建
設
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。引
き
続

き
一
般
病
棟
の
完
全
個
室
化
に
向
け
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

福
岡
市
長

め
、広
島
県
は
広
島
県
下
水
道
事
業
広
域
化
・

共
同
化
計
画
を
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
て

い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、そ
の
計
画
の
具
体
的
な

取
組
と
し
て
市
内
で
完
結
す
る
施
設
の
統
合

等
、検
討
を
し
て
い
る
。統
合
等
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、維
持
管
理
、施
設
の
処
理
能

力
、さ
ら
に
は
費
用
対
効
果
な
ど
を
検
証
す

る
中
で
総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。
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三
次
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
は
、各
地

域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
、市
民
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、

ま
た
広
島
県
高
校
駅
伝
大
会
等
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
協
力
な
ど
、本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。今
後

も
様
々
な
形
で
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
み
よ
し
」の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
。

　

三
次
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
役
割
は
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
深
ま
る
こ
と
も
目
的
の
１
つ
で
あ

る
。
今
後
も
体
育
協
会
と
連
携
す
る
中
で
、
推

進
委
員
の
活
動
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　

市
立
三
次
中
央
病
院
の
建
替
え
計
画
も
あ
る

中
で
、酒
屋
地
区
の
災
害
拠
点
整
備
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　

ま
た
、大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
救
援
活
動

と
し
て
、み
よ
し
運
動
公
園
及
び
備
蓄
倉
庫
の

２
カ
所
に
救
援
物
資
を
受
け
入
れ
る
と
あ
る

が
、対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　

酒
屋
地
区
に
お
い
て
は
、特
に
水
害
リ
ス

ク
の
高
い
市
街
地
地
域
の
方
が
自
家
用
車
で

避
難
で
き
る
場
所
と
し
て
拡
充
を
図
っ
て
き

て
い
る
。み
よ
し
運
動
公
園
へ
の
救
援
物
資

の
集
積
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
具
体
的
な

検
討
、あ
る
い
は
訓
練
等
も
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。市
の
施
設
、そ
の
他

の
施
設
も
含
め
、き
ち
ん
と
災
害
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
検
討
・
検
証
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
を
明
確
に

す
べ
き
で
は
な
い
か

今
後
も「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
み
よ
し
」の

実
現
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

災
害
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
・

検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る　

中
原
地
域
振
興
部
長

山
田
危
機
管
理
監

中
なか

原
はら

秀
ひで

樹
き

公 明 党

動 画

　

三
次
市
は
合
併
後
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
今
年
で
17
年
が
経
過
す
る
。
導
入
当
時

と
現
在
と
で
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ

り
社
会
構
造
が
変
化
し
、
各
地
域
へ
の
影
響
が

出
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
住
民
自

治
組
織
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
、
課

題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
伺
う
。

　

障
が
い
は
、身
体
、視
覚
、聴
覚
な
ど
様
々
で

あ
る
。障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
生
ま
な
い
た
め
に
も
、障
が
い
者
団
体
な

ど
に
よ
る
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
も
障
が
い

の
あ
る
人
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
と
考
え
る

が
、所
見
を
伺
う
。

　

住
民
自
治
組
織
が
抱
え
る
主
な
課
題
と
し

て
は
、若
い
世
代
と
の
関
わ
り
の
減
少
や
次

の
世
代
を
担
う
担
い
手
の
不
足
、自
治
会
加

入
者
の
減
少
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。市

と
し
て
は
、財
政
的
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、幅
広
く
地
域
住
民
が
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
る
。

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
障
が
い
の
あ
る
人

の
み
な
ら
ず
、多
様
な
人
へ
の
配
慮
、あ
る

い
は
理
解
に
向
け
た
学
び
を
各
小
中
学
校
全

体
で
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、計
画
的
に
進

め
て
お
り
、出
前
授
業
も
各
校
で
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。今
後
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
住
民
自
治

組
織
の
課
題
は

障
が
い
の
あ
る
人
を
理
解
す
る
学
習
の

機
会
を

地
域
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
る

理
解
を
深
め
る
学
び
を
計
画
的
に
進
め

て
い
る

中
原
地
域
振
興
部
長

迫
田
教
育
長

※
上
下
分
離
方
式
…
線
路
や
駅
な
ど
を
管
理
す
る
会
社
と
、

列
車
を
運
行
す
る
会
社
に
分
け
る
こ
と
。

三次市備蓄倉庫

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1

答弁1質問2答弁2

 上川とうもろこし収穫祭

酒
屋
地
区
の
災
害
拠
点
整
備
は

黒
くろ

木
ぎ

靖
せい

治
じ

公 明 党

動 画
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新
学
校
給
食
調
理
場
が
稼
働
し
、
中
学
校
で

の
完
全
給
食
が
実
現
す
る
。
給
食
費
の
負
担
軽

減
の
た
め
無
償
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
多
く
の
自
治
体
が
給
食
費
の
無
償
化
を
実

施
し
て
き
て
い
る
。
本
市
は
給
食
費
を
無
償
化

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

気
候
危
機
、コ
ロ
ナ
禍
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
中
で
、食
料
危
機
に
陥
り
か
ね
な
い
。

農
地
を
守
っ
て
持
続
可
能
な
農
業
が
必
要
で
あ

る
が
、耕
作
放
棄
地
や
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
設
置

で
農
地
が
減
少
し
て
い
る
。今
後
の
農
業
・
農

地
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
、経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の
児
童
・
生
徒

　

農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地
を
有
効
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、農
業
振

興
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
生
産
力
の
強
化
等
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。農
業
委
員
会
と
し
て

も
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
利
用
状
況
調

査
、利
用
意
向
調
査
等
を
実
施
し
、遊
休
農
地

の
発
生
防
止
、マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
農
地
の

利
活
用
な
ど
の
活
動
を
行
い
、農
地
の
適
正

な
管
理
に
努
め
て
い
る
。

学
校
給
食
費
を
無
償
化
に
で
き
な
い
か

農
地
が
減
少
す
る
中
で
の
今
後
の
農
業

振
興
策
は

現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る

農
地
の
適
切
な
管
理
、
生
産
力
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

甲
斐
教
育
次
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

　

水
道
広
域
連
合
企
業
団
へ
参
画
後
、
区
分
経

理
期
間
中
の
10
年
間
、
国
か
ら
の
交
付
金
約

22
億
円
を
活
用
し
、
浄
水
場
統
廃
合
な
ど
の
合

理
化
投
資
に
よ
り
、
経
営
改
善
を
図
る
計
画
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。合
理
化
投
資
な
ど
に
、

三
次
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
与
で
き
る
の
か

伺
う
。

　
「
む
ろ
と
廃
校
水
族
館
」は
、人
口
僅
か

１
万
２
千
人
弱
の
室
戸
市
に
開
館
４
年
７
カ
月

で
52
万
人
を
超
え
る
入
館
者
を
数
え
、地
域
経

　

水
道
企
業
団
の
予
算
は
企
業
団
議
会
で
決

定
さ
れ
る
が
、構
成
団
体
と
し
て
市
の
関
与

は
継
続
す
る
。市
と
し
て
の
意
見
を
述
べ
る

機
会
が
あ
る
の
で
、意
見
具
申
等
も
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
価
値
の
創

造
と
い
う
も
の
は
、こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治

体
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
お
り
、廃
校
の
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
も
、見
方
を
少
し
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
と

思
う
。今
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
・
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
る
。

合
理
化
投
資
な
ど
に
三
次
市
と
し
て
の

関
与
は

今
後
の
廃
校
利
活
用
は
稼
ぐ
力
の
創
出
を

水
道
企
業
団
の
構
成
団
体
と
し
て
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
可
能

地
域
の
特
性
・
個
性
を
生
か
し
な
が
ら

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

加
藤
水
道
局
長

福
岡
市
長

新
しん

家
け

良
よし

和
かず

と も え

動 画

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1質問2

答弁2

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

伊
い

藤
とう

芳
よし

則
のり

日本共産党

動 画

済
の
活
性
化
に
絶
大
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

本
市
の
廃
校
利
活
用
は
、決
し
て
十
分
で
は
な

い
。付
加
価
値
を
生
む
こ
と
や
、稼
ぐ
力
の
創
出

に
繋
が
る
よ
う
、今
後
は
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

むろと廃校水族館

に
は
、就
学
援
助
と
し
て
給
食
費
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、保
護
者
負
担
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
に
、

今
後
も
国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
て
行
っ
て

い
く
が
、一
番
の
課
題
は
財
源
の
確
保
で
あ

る
。こ
の
点
を
考
え
る
と
給
食
費
の
無
償
化

に
踏
み
切
る
と
い
う
こ
と
は
、現
時
点
で
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市内小学校の給食

2023（令和5）年5月10日発行 10



女性活躍推進プラットフォーム
「アシスタ lab.」 

　

旧
三
江
線
尾
関
山
駅
の
利
活
用
に
つ
い
て

本
市
が
模
索
し
て
い
る
中
、
み
よ
し
Ｓ
Ｌ
保

存
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
が
体
験
型
観
光
資
源
と

し
て
、
廃
線
跡
を
利
用
し
た
レ
ー
ル
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
運
行
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
借
用
に
よ
る
走
路
延
長
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
協
力
、
こ
の
２
点
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

　

三
次
市
内
に
は
、放
置
さ
れ
て
い
る
危
険
空

き
家
が
多
く
あ
る
。特
に
市
道
に
隣
接
し
て
い

る
空
き
家
は
大
変
危
険
で
、所
有
者
へ
の
指
導
・

勧
告
だ
け
で
は
前
に
進
ま
ず
、早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
。県
内
で
は
行
政
代
執
行
の
事
例

も
出
始
め
て
い
る
が
、本
市
の
対
応
を
伺
う
。

　

み
よ
し
Ｓ
Ｌ
保
存
倶
楽
部
に
お
い
て
は
、

鉄
道
資
産
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

　

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
に
対
す
る
行

政
代
執
行
に
つ
い
て
は
、あ
く
ま
で
も
最
終

的
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、所
有
者

に
よ
る
適
切
な
管
理
を
依
頼
し
続
け
る
こ
と

を
基
本
と
し
、解
体
等
へ
の
動
機
づ
け
と
な

る
情
報
発
信
や
、財
産
管
理
人
制
度
の
活
用

等
も
検
討
し
て
い
く
。

旧
尾
関
山
駅
の
活
用
を

危
険
空
き
家
問
題
の
対
策
は

三
次
町
の
観
光
振
興
に
努
め
て
い
き

た
い

所
有
者
に
対
し
助
言
や
指
導
を
行
っ
て

い
く

宮
脇
経
営
企
画
部
長

秋
山
建
設
部
長

　

三
次
市
女
性
活
躍
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
ア
シ
ス
タ
ｌ
ａ
ｂ
．」
は
、
間
も
な
く
５
周
年

を
迎
え
、
み
よ
し
ア
ン
ト
レ
ー
ヌ
に
75
名
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
側
の
目
線
で

出
展
の
可
否
等
、
よ
り
詳
し
い
情
報
が
掲
載
さ

れ
た
紹
介
冊
子
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
制
作
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　

来
年
度
は
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
本
を

運
ぶ
車
を
購
入
す
る
と
か
、鵜
飼
の
船
を
新

し
く
す
る
と
か
、事
前
情
報
が
あ
る
だ
け
で

寄
附
額
も
増
え
て
く
る
。何
に
使
用
し
た
か

事
後
報
告
も
大
切
だ
が
、寄
附
金
を
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
の
事
前
計
画
が
で
き
て
い

る
の
か
伺
う
。

　

み
よ
し
ア
ン
ト
レ
ー
ヌ
認
定
者
を
応
援
す

る
た
め
の
紹
介
記
事
と
し
て
、市
の
広
報
紙

　

寄
附
を
ど
の
事
業
に
使
用
し
て
い
く
の

か
、具
体
的
な
事
前
の
計
画
と
い
う
も
の
は

な
い
が
、今
年
度
に
お
い
て
は
、具
体
的
な
使

途
を
示
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、カ
ー
タ
ー
記
念
球

場
の
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

寄
附
を
募
っ
た
。今
後
も
、こ
う
い
っ
た
具
体

的
な
事
業
を
目
的
と
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

女
性
活
躍
支
援
の
拡
充
は

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
使
用
の
事
前

計
画
は

情
報
の
更
新
や
発
信
方
法
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い

具
体
的
な
事
業
を
目
的
と
し
た
ふ
る
さ

と
納
税
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

中
原
地
域
振
興
部
長

中
原
地
域
振
興
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2

弓
ゆみ

掛
かけ

　 元
げん

と も え

動 画

月
つき

橋
はし

寿
かず

文
ふみ

動 画

と も え

※
み
よ
し
ア
ン
ト
レ
ー
ヌ
…
市
内
の
女
性
起
業
家
を
認

定
・
支
援
す
る
制
度

る
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。こ
の
度
の
試

み
に
お
い
て
は
、ま
ず
は
本
市
が
Ｊ
Ｒ
か
ら

譲
渡
を
受
け
た
範
囲
内
で
取
り
組
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。ま

た
、取
組
に
あ
た
っ
て
は
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携

し
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。

レールマウンテンバイク

　

現
在
、空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
に
関
す

る
改
正
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、法
律

改
正
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。引
き
続

き
、国
の
法
制
化
等
も
要
請
し
な
が
ら
、こ
の

空
き
家
対
策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

福
岡
市
長

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
起
業
内
容
等
を
掲
載
し

て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。来
年
度
は
開
設
５

周
年
と
な
る
た
め
、記
念
の
交
流
会
等
も
計

画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、関
係
者

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、よ
り
ア
ン
ト
レ
ー

ヌ
の
活
躍
等
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
具

体
的
な
取
組
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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令
和
３
年
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

24
万
５
千
人
と
過
去
最
高
で
、
本
市
に
お
い
て

も
５
年
前
よ
り
２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
学
校

教
育
の
見
直
し
と
学
校
以
外
の
居
場
所
づ
く
り

な
ど
、
個
別
最
適
な
選
択
が
で
き
る
取
組
が
急

務
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

年
々
深
刻
化
す
る
地
域
課
題
の
解
決
と
、住

民
自
治
組
織
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、総
務
省

の
集
落
支
援
員
制
度
を
さ
ら
に
活
用
し
、地
域

の
若
手
の
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
、処
遇
改
善

や
増
員
等
の
考
え
を
伺
う
。

　

今
後
、不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所
と
な

る
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

　

本
市
に
お
け
る
集
落
支
援
員
制
度
は
、導

入
以
来
７
年
が
経
過
し
て
お
り
、社
会
情
勢

や
求
め
ら
れ
る
活
動
内
容
も
変
わ
っ
て
き
て

い
る
状
況
に
あ
る
。今
後
、集
落
支
援
員
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、関
係
団
体
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
、ま
た
関
係
部
署
と
も
協
議
を
し
な
が

ら
採
用
形
態
や
運
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
に
お
け
る
子
ど
も
の
生
き
づ

ら
さ
へ
の
対
策
は

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
集
落
支
援

員
制
度
の
効
果
的
な
運
用
を
問
う

児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
更
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

集
落
支
援
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る

迫
田
教
育
長

中
原
地
域
振
興
部
長

　

一
般
論
で
い
え
ば
、
ま
ち
の
認
知
度
向
上
や

ブ
ラ
ン
ド
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
活

動
の
こ
と
で
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
広
報
活
動
や
営
業
活
動
を
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
は

多
く
の
自
治
体
で
活
発
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
０
年
の
半
ば
で
あ
れ
ば
競
争
相
手
が
い

な
い
状
況
で
、
実
施
す
る
と
成
果
も
出
や
す

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
近
年
は
自
治
体
間
で

過
当
競
争
に
な
っ
て
お
り
、
画
一
的
な
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
成
果
が
出
に
く
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
行
う
理
由
と

ね
ら
い
を
伺
う
。

　

三
次
市
が
め
ざ
す
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
、こ
の
ま
ち
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

人
々
の
意
欲
を
高
め
、関
係
人
口
や
つ
な
が

り
を
つ
く
る
こ
と
で
、新
し
い
価
値
を
見
出

し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
様
々
な
三
次
独
自
の
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、

三
次
に
対
す
る
思
い
や
、三
次
の
魅
力
は
何

で
あ
る
の
か
、三
次
と
い
え
ば
ど
う
い
っ
た

も
の
が
連
想
さ
れ
る
の
か
、そ
う
い
っ
た
一

人
一
人
の
思
い
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。そ
れ

が
ま
さ
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
、
な
ぜ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
な
の
か

関
係
人
口
や
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と

で
、新
し
い
価
値
を
見
出
し
て
い
く福

岡
市
長

不登校人数グラフ　

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1

答弁1

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

徳
とく

岡
おか

真
ま

紀
き

明日への風

動 画

て
い
る
。具
体
的
に
は
教
育
支
援
ル
ー
ム
（
適

応
指
導
教
室
）の
充
実
を
図
る
こ
と
や
、県
教

育
委
員
会
が
設
置
し
て
い
る
「
ス
ク
ー
ル
エ

ス
」の
啓
発
な
ど
に
取
り
組
む
。ま
た
、民
間

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
も
連
携
を
図
る
。

全
て
の
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、学
校
や
学
級

が
安
全
・
安
心
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
な
取

組
を
進
め
る
。

掛
かけ

田
だ

勝
かつ

彦
ひこ

明日への風

動 画

※
ス
ク
ー
ル
エ
ス
…
広
島
県
に
住
ん
で
い
る
不
登
校
等

の
小
中
学
生
を
支
援
す
る
県
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「みよし 人よし 元気よし」ロゴマーク

市民会議 高校生ワークショップの様子
（三次市シティプロモーション戦略より）
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学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業
に
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド

リ
ル
を
活
用
し
て
い
る
が
、
学
び
の
質
を
高
め

て
い
く
う
え
で
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
令
和

４
年
度
ま
で
「
個
々
の
学
習
支
援
事
業
」
と
し

て
全
校
一
括
調
達
し
て
い
た
が
、
事
業
縮
小
に

よ
り
保
護
者
負
担
と
な
る
。
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
と
し
て
負
担
軽
減
を
継
続
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

県
内
８
市
町
と
広
島
県
が
す
で
に
表
明
し

て
い
る
。市
民
に
自
分
事
と
し
て
取
り
組
む
よ

う
、さ
ら
に
は
本
市
の
企
業
に
脱
炭
素
を
取
り

巻
く
状
況
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら
い
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、

「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
表

明
」を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

学
校
で
は
、こ
れ
ま
で
保
護
者
負
担
で
紙
の

教
材
も
使
用
し
て
き
た
。デ
ジ
タ
ル
教
材
も
こ

れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
安
価
に
調
達
で
き
る
も

の
も
あ
り
、紙
の
教
材
を
精
選
し
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
と
の
相
乗
効
果
を
図
り
つ
つ
、保
護
者
負

担
が
大
き
く
増
額
し
な
い
よ
う
各
学
校
へ
指
示

し
て
い
る
。各
学
校
が
生
徒
実
態
、児
童
実
態
に

応
じ
て
活
用
す
る
や
り
方
も
考
え
合
わ
せ
な
が

ら
、一
人
一
人
に
と
っ
て
の
よ
り
よ
い
学
習
方

法
、学
習
教
材
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
一
人
一
人
の
行
動
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
日
常
生
活
の
中
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
の
か
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
も
手
順
を
踏
ん
で
こ
れ
ま
で
歩
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。市
民
の
皆
さ

ん
に
脱
炭
素
に
向
け
た
２
０
５
０
年
の
目
標
を

浸
透
さ
せ
つ
つ
、こ
の
脱
炭
素
社
会
実
現
の
た

め
の
条
例
案
も
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
の
保
護
者
負
担
へ

の
支
援
継
続
を

カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
表
明
を
す
べ
き
で
は
な

い
か

デ
ジ
タ
ル
教
材
と
紙
と
を
効
率
よ
く
活
用

し
て
い
く

三
次
市
ら
し
さ
を
前
面
に
出
し
た
自
然

環
境
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

迫
田
教
育
長

福
岡
市
長

　

急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
、
女
性
単
身
家
庭

が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
、
高
齢
者
に
限
ら
ず

運
転
免
許
を
持
た
な
い
市
民
の
移
動
手
段
の
確

保
は
急
務
で
あ
る
。
市
街
地
周
辺
ド
ー
ナ
ツ
状

の
公
共
交
通
空
白
地
域
は
改
善
し
て
お
ら
ず
、

早
急
に
公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
の
た
め
の
施

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

自
治
振
興
活
動
費
補
助
事
業
は
補
助
金
の
透

明
性
、公
平
性
確
保
、情
報
開
示
、審
査
方
法
見

直
し
等
、改
善
が
必
要
と
の
貴
重
な
提
言
を
最

大
限
に
生
か
す
こ
と
が
行
政
の
責
務
と
考
え

る
。役
割
増
加
で
業
務
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

住
民
自
治
組
織
の
負
担
軽
減
の
た
め
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　

公
共
交
通
空
白
地
解
消
の
取
組
と
し
て
、

本
市
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
交
付
す

る
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い

　

令
和
５
年
度
の
見
直
し
に
向
け
、こ
れ
ま

で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
や
各
住
民
自
治
組

織
の
意
見
、各
種
補
助
金
の
使
わ
れ
方
な
ど

を
分
析
し
、課
題
を
整
理
し
た
。そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、取
組
内
容
と
経
費
が
明
確
に
な

る
よ
う
見
直
し
を
進
め
、令
和
５
年
度
改
定

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
を

三
次
市
行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
提
言

に
基
づ
く
施
策
は

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
事
業
を
よ
り
利
用
し

や
す
く
制
度
改
正
す
る
予
定
で
あ
る

思
い
を
形
に
で
き
る
よ
う
に
引
き
続

き
努
力
し
て
い
き
た
い

中
原
地
域
振
興
部
長

中
原
地
域
振
興
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

答弁1

質問2答弁2

質問1

鈴
すず

木
き

深
み

由
ゆ

希
き

真 正 会

動 画

増
ます

田
だ

誠
とも

宏
ひろ

明日への風

動 画

脱炭素啓発ポスター

　

住
民
自
治
組
織
の
自
治
活
動
支
援
交
付
金

の
取
組
に
つ
い
て
は
、で
き
る
限
り
三
次
市

行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
の
皆
さ
ん
の
思
い

を
形
に
で
き
る
よ
う
に
、引
き
続
き
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。全
て
が
皆
さ

ん
の
思
う
よ
う
な
解
決
に
な
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、精
一
杯
、真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

福
岡
市
長

る
。令
和
５
年
度
か
ら
は
、本
年
度
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
市
民
か
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
、利
用
の
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、よ

り
利
用
し
や
す
い
事
業
と
な
る
よ
う
制
度
を

改
正
す
る
予
定
で
あ
る
。

みよし市街地循環バス「くるるん」
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地
域
外
へ
の
経
済
流
出
を
抑
え
、地
域
内
の

経
済
循
環
を
活
性
化
す
る
た
め
、三
次
市
内
だ

け
で
利
用
で
き
る
地
域
通
貨
を
創
っ
て
は
ど

う
か
。

　

三
次
藩
札
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、畦
畔
の
草
刈

り
や
健
康
維
持
、各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
三
次
市
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、市
内
協
力
店
や
公
共
料
金

等
の
支
払
い
に
使
え
る
ア
プ
リ
を
開
発
し
、住

民
へ
の
広
報
や
災
害
情
報
な
ど
の
告
知
に
も
利

用
す
れ
ば
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
強
化

に
も
繋
が
る
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

　

議
会
へ
の
説
明
や
予
算
の
議
決
を
経
ず
に
、

開
催
決
定
の
発
表
は
お
か
し
い
の
で
は
。

　

デ
ジ
タ
ル
通
貨
等
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、少
な
か
ら
ぬ
費
用
を
投
じ
る
必
要
が
あ

り
、藩
札
事
業
の
電
子
化
に
つ
い
て
も
、関
係

機
関
等
か
ら
慎
重
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研

究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。い

ず
れ
に
せ
よ
、Ｄ
Ｘ
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
未
来
の
三
次
に
お
い
て
も
、Ｉ

　

女
子
野
球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
ラ

ウ
ン
ド
の
開
催
は
、本
市
の
「
女
子
野
球
タ

ウ
ン
」と
し
て
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、世
界
野

球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
判
断
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、事
前
に
市
議
会
へ
情

報
提
供
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、主
催
者
側
か
ら
事
前
の
情
報
開
示
を
制

限
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

予
算
が
可
決
と
な
れ
ば
、市
議
会
へ
も
適
宜

情
報
提
供
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
の

で
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
発
行
し
て
は

女
子
野
球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

ラ
ウ
ン
ド
開
催
は
議
会
軽
視
で
は

Ｄ
Ｘ
本
部
を
中
心
に
研
究
を
重
ね
て
い

き
た
い

主
催
者
で
あ
る
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
の
決
定
に
基
づ
く
も
の

堀
川
副
市
長

中
原
地
域
振
興
部
長

　

９
月
に
新
学
校
給
食
調
理
場
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。リ
ス
ク
管
理
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
・
リ

ハ
ー
サ
ル
の
実
施
等
、入
念
な
準
備
が
必
要
と

な
る
。そ
の
た
め
に
は
新
学
校
給
食
調
理
場
の

セ
ン
タ
ー
長
・
担
当
者
等
を
４
月
に
は
決
定

し
、取
組
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、市
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
実
現
が
、課

題
山
積
の
た
め
３
年
先
に
延
ば
さ
れ
た
。三
次

市
の
実
情
を
踏
ま
え
、教
育
委
員
会
・
学
校
運

営
協
議
会
・
総
合
教
育
会
議
等
、関
係
団
体
を

挙
げ
て
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

　

専
任
の
管
理

職
、あ
る
い
は
調

理
経
験
が
あ
り
、

食
育
に
精
通
し

た
職
員
を
４
月

１
日
を
も
っ
て

配
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。ま

ず
は
子
ど
も
た

ち
に
安
全
な
給

食
を
提
供
で
き

る
よ
う
、新
調
理

　

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、本
市
全

体
の
取
組
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。こ

の
地
域
移
行
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た

め
、現
在
、関
係
部
局
や
関
係
団
体
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
。今
後
も
課
題
解
決
に
向
け
て

組
織
的
に
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
を

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る

に
は

運
営
体
制
の
構
築
に
し
っ
か
り
取
り
組

み
た
い

し
っ
か
り
と
議
論
を
し
て
い
き
た
い

甲
斐
教
育
次
長

迫
田
教
育
長

質問1答弁1

質問2答弁2

答弁1

質問2答弁2

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

質問1

Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
、い
か
に
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
か
と
い
う
こ
と
は
組
織
と
し
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

杉
すぎ

原
はら

利
とし

明
あき

真 正 会

動 画

　

主
催
者
側
の
諸
事
情
に
よ
り
、こ
の
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
公
表
に
な
っ
た
こ
と
は

了
承
い
た
だ
き
た
い
。女
子
野
球
の
訴
求
効

果
、あ
る
い
は
国
際
大
会
を
三
次
市
で
実
施

す
る
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
お
い
て
議
論
い
た
だ
く
中
で
、結

論
を
導
き
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
岡
市
長

新
にっ

田
た

真
しん

一
いち

会派　未来

動 画

　

三
次
市
と
し
て
は
、地
域
の
実
情
を
把
握

し
、人
的
資
源
等
の
協
力
を
い
た
だ
く
中
で

準
備
を
進
め
、来
る
べ
き
時
期
に
備
え
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、し
っ
か
り

と
議
論
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

福
岡
市
長

※
総
合
教
育
会
議
…
地
方
公
共
団
体
の
長
と
教
育
委
員

会
が
教
育
政
策
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
す
る
会
議

建設中の新学校給食センター（2 月撮影）

場
の
円
滑
な
稼
働
を
第
一
に
、運
営
体
制
の

構
築
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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高校生との意見交換会の報告をし
ました

　

現
状
の
調
査
・
支
援
策
は
ど
う
か
。
他
市
で

は
全
体
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
等
を
使
っ
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

支
援
策
の
内
容
は
福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教

育
、
相
談
員
の
体
制
、
家
事
支
援
等
の
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
の
具

体
的
な
取
組
は
ど
う
か
。
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
ど
う
か
。

　

現
在
、す
く
す
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

と
の
情
報
連
携
に
よ
り
、気
に
な
る
子
ど
も

の
状
況
を
把
握
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
。市

全
体
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
実
態
の

把
握
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、今
後
、国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、そ
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
取
組
は

気
に
な
る
子
ど
も
の
状
況
を
把
握
し

支
援
を
行
っ
て
い
る松

長
子
育
て
支
援
部
長

答弁1 質問1

竹
たけ

原
はら

孝
たか

剛
よし

会 派  未 来

動 画

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
１
月
か
ら
始

ま
っ
た
。
権
利
と
し
て
の
制
度
と
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
社
会
保
障
制
度
、
相
談
窓

口
の
設
置
、
市
民
へ
の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。
多
様
性
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
、

学
校
現
場
で
の
取
組
・
認
識
は
、
行
政
と
し
て
、

職
員
へ
の
適
用
は
ど
う
か
。

　

こ
の
制
度
に
法
的
な
効
力
は
な
い
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、利
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
る
。引
き
続
き
、担

当
部
署
と
協
議
し
な
が
ら
、利
用
で
き
る
市

の
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。制
度
の
導

入
に
当
た
っ
て
は
、市
民
周
知
を
図
る
た
め

に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
み
よ
し
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て
、啓
発
を
行
っ

て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
お
け
る

市
と
し
て
の
取
組
は

理
解
が
広
が
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い

中
原
地
域
振
興
部
長

質問2答弁2

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
や
把
握
は
、

学
校
に
お
い
て
も
非
常
に
大
切
な
と
こ
ろ
で

あ
る
。教
職
員
や
周
り
の
大
人
が
し
っ
か
り

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、速
や
か
に
教
職
員
間
で
情
報

を
共
有
し
、教
育
委
員
会
や
関
係
機
関
に
報

告
・
相
談
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て

い
る
。今
後
も
学
校
や
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
継
続
し
て
見
守
り
を
行
っ
て
い
く
。

迫
田
教
育
長

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
利
用

し
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
と
な
ら
れ
た
こ
と

に
基
づ
い
た
特
別
休
暇
の
取
得
や
手
当
の
支

給
等
は
、現
時
点
で
は
、三
次
市
と
し
て
は
対

象
と
し
て
い
な
い
。今
後
、他
市
の
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

細
美
総
務
部
長

　

例
え
ば
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、性
の
多
様
性
に
つ

い
て
は
、教
科
書
等
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
て
い
る
。発
達
段
階
に
応
じ
て
、子
ど
も
の

状
況
を
し
っ
か
り
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

何
よ
り
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

迫
田
教
育
長

1 月 18日（水）～19日（木）、読みやすい議会だよりの編集及び議会報告会にお
ける取組を学ぶため、和歌山県の２つの自治体で視察研修を行いました。

　橋本市では、議会報告会の取組について視察を行いました。主な取組として
は、市が主催するイベント「すこやか橋本学びの日」に議会のブースを出展し、
議会に対するアンケート調査や「市民なんでも相談コーナー」を設置し、市民
と懇談が行われています。コロナ禍においては、議会の仕組みがわかるパネル
の展示や、本会議の様子を放映するなど、状況に応じて工夫を凝らした活動を
されています。

　紀の川市では、議会だよりの編集について
視察を行いました。主な取組内容としては、
写真やイラスト、余白を多く使った読みやす
い紙面の編集、また、創刊号から「こんにち
は議会です」というタイトルを採用していま
したが、紀の川市を未来へつなげるという議
員全員の気持ちを込めて、「未来へ」に変更さ
れるなど、市民の皆さんに「手に取ってもら
える」紙面づくりが行われています。
　今回の視察研修を踏まえ、本議会としても、
できることから積極的に取り入れていきたい
と思います。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（委員長　新田　真一）

広報広聴常任委員会　視察レポート 和歌山県　橋本市・紀の川市

　令和４年 11月に開催した高校生との意
見交換会の報告書を広報広聴常任委員会の
正副委員長が各高校へ持参しました。
　報告書には広報広聴常任委員が中心と
なって考察したアンケートや生徒のみなさ
んへのメッセージを掲載しています。
　若い人達にも政治に関心を持って頂ける
ように、引き続き活動してまいります。 報告書はこちら

みよし市議会だより　第77号15



　三井権八は布野村で生まれ、小さ
いときから並外れて体が大きく力持
ちで、やがて江戸で相撲取りになり
出世しましたが、後に郷里に帰り三
次太歳町で暮らしていました。
　権八は稲生平太郎（武太夫）や近隣の君田村・作木
村からやって来る力自慢の若者たちと相撲の稽古をつ
けていたと伝えられています。
　権八はやがて布野村に帰省しますが、村のあちらこ
ちらで怪しげな妖怪に出会います。
　そのような話を地域の皆さんから聞くと、銀山街道
と併せて歴史のロマン
を感じます。
　石像は、「道の駅ゆめ
ランド布野」に鎮座し
ています。　　　　　　　　　　
　　　　　（横光春市）　　
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6月 16日（金）に開会する予定です。次回の定例会は

　我慢が強いられたここ数年のギャップを取り戻すべ
く、今年度はお祭りの再開や新規イベントが続々開催さ
れ、「元気な三次」が戻ってきます。
　我々議員もその場で共に楽しみ、ふれ合う事によって、
まちづくりのヒントが見つかるものだと考えます。
　市議会をより身近に感じて頂けるよう、広報広聴常任
委員会ではイベント会場での懇談会等も検討中です。引
き続き多くの市民の皆さんのご意見を伺い、政策に反映
して参ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤井憲一郎）

あとがき

TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110　E メールアドレス　gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jpご意見やお問い合わせは　議会事務局へ

「三
みつ

井
い

権
ごん

八
ぱち

の石像」

注 ト目 ス ポ ッ

議会運営委員会
議会運営委員会
議会運営委員会、全員協議会、広報広聴常任委員会、
市議会トピックス（予算決算常任委員会）
３月定例会本会議、予算決算常任委員会、議会運営委員会
　　　３月定例会本会議（一般質問）

7日
14日
22日

24日

議会のうごき
2月

2023（令和5）年2月1日～4月30日

行政視察受入状況

 2月１日　静岡県伊東市議会（予算決算常任委員会における審査・
議会基本条例・タブレットについて）

　　 ２日　嶺南広域行政組合議会（ＪＲ芸備線の利用促進について）

27日～28日

３月定例会本会議（一般質問）、議会運営委員会
３月定例会本会議（一般質問等）、常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
総務常任委員会
　　　予算決算常任委員会
議会運営委員会、予算決算常任委員会
　　　予算決算常任委員会　　　
議会運営委員会、３月定例会本会議、全員協議会、
議会運営委員会
議会運営委員会
市立三次中央病院建替等調査特別委員会、
市議会トピックス出演（議会運営委員会）

1日
2日
3日
6日
7日

13日

17日

20日
22日

3月

8日～10日

14日～15日

会派代表者会議
広報広聴常任委員会
広報広聴常任委員会
全員協議会、予算決算常任委員会

10日
11日
17日
18日

4月

編集／広報広聴常任委員会
◎委員長　新田真一　　〇副委員長　月橋寿文
横光春市　藤井憲一郎　重信好範　徳岡真紀
中原秀樹　山田真一郎

みわ保育所児童と琉球国祭り太鼓広島支部の皆さん

 三次さくら祭

 鳴瀬清流トンネル開通式

も
の
の
け
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
会
場
で
の
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

も
の
の
け
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
会
場
で
の
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ  「さ

く
ら
コ
ー
ス
タ
ー
」

　
　
　
　
走
行
体
験

 「さ
く
ら
コ
ー
ス
タ
ー
」

　
　
　
　
走
行
体
験

みよし
いいね 　広報広聴常任委員が市内で

撮影した、お気に入りの１枚

をご紹介


